
様々な通信手段を駆使し、切れにくく、しぶとく生き残り続けるネットワークシステムの
コンセプト

災害発生時の問題

災害対応のための
被災地情報が得られない

インターネットに
つながらない

ひとたび公衆通信網が途絶すると、
通信ができなくなり、復旧にも時間がかかる

ダイハードネットワークとは？ 解消するために・・・

携帯電話、IP無線※３など
［特徴：中距離、中〜高速、通信事業者］

簡易無線※１、LPWA※２など
［特徴：長距離、低速、自営］

様々な通信手段を組み合わせ、つながりつづけるようにアプリケーションサービスを制御

被災現場

たとえ通信が途切れても通信装置を持ち運んで情報を安全に自動共有、装置単体でも継続利用可能

都道府県災害対策本部 市町村災害対策本部

蓄積・運搬蓄積・運搬

データ同期データ同期 データ同期データ同期

切れても使える

運んで届ける

つながると
自動でデータ共有

切れても使える

無線LAN（Wi-Fi）など
［特徴：短距離、高速、自営］

※１：総通局に登録が必要で351MHz帯を使用する。
※２：免許、登録が不要な920MHz帯を使用する。
※３：携帯電話回線（パケット）を使用する。

システム構成例

音声に加え、
文字や画像の伝送

本部

防災拠点施設

移動拠点

公衆無線回線（LTE）

遅延耐性のある自営無線通信
（簡易無線、Wi-Fi） 防災拠点施設

スマートフォン
・タブレット

♪ A

GIS上に情報を表示

緊急度中
重要度高

クラウド／インターネット
都道府県

災害対策本部
市町村
クラウド

政府
災害対策本部

光・衛星回線

切れても使える

運んで届けるつながると
自動でデータ共有

パソコン
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